国際児童文庫協会の役割と活動
-バイリテラシーの実践を目指して-
ワトソン・ジョイ（国際児童文庫協会会員）

１．はじめに
近年、自発的自由読書（Free Voluntary Reading:以下FVR）が言語教育に効果的であることを論じる研究報告が数多くなされている。教育機関における「FVRプログラム
」に焦点を当てた研究では、41研究事例中38事例において、このプログラムが従来の読解指導よりも効果が高かったことを示している (Stephen D. Krashen 1993) 。また、Nagy(1997)によると文脈の中で知らない語を1回、目にする度に前後関係から単語の意味を知る割合は5～20パーセントであり、子どもが年間に約100万語を読むと仮定すると、少なくとも約1000語の語彙が増加すると報告している。これらは第1言語に関する研究であるが、第2言語についても読書量と言語能力には相関関係があることが、複数の先行研究により実証されている (Janopoulous, M. 1986他) 。以上のようにFVRとリテラシーの発達との関係には終始一貫して関係が見られる。こうした背景を踏まえ、本稿ではFVRを通してバイリテラシー（複数言語による読み書き能力）の維持・向上を目指す「国際児童文庫協会」に焦点を当て、以下のような3部構成で考察を行っている。まず国際児童文庫の役割及び活動などの概要を追い、2名の文庫参加者に関する事例を見ていく。次に、韓国語文庫閉鎖の背景を概観し、少数言語の文庫が育たない原因について検討する。最後に、多言語による国際児童文庫が今後育っていくための方向性を考えていきたい。

２．国際児童文庫の概要
2.1.　国際児童文庫協会の歴史
最初の国際児童文庫（以下IC文庫）は、英国人Dunn, Opalが中心となり1977年に目黒区で開かれた。Dunn, Opalは、当時まだ入手困難であった洋書を集め、自宅を文庫として開放した。当初は5名の帰国児童が参加していた文庫であったが、この活動がマスコミに取り上げられたことを機に一年後には入会待ちを含め120名以上のメンバーを抱える組織となった。また、各地から子どもの生活圏内にIC文庫を開設したいとの相談も寄せられるようになったことから、良質の文庫が日本全国に広がっていくための支援母体として、1979年6月に非営利の任意団体として国際児童文庫協会（ICBA = International Children's Bunko Association）が設立された。現在は海外子女教育振興財団（JOES）、日本国際児童図書評議会（JBBY）、各国大使館、出版社、婦人団体、教育関係者などの支援を受けており、NPO法人化に向けた動きも活発となっている。2005年度には、子どもたちの読書習慣の定着と向上のために積極的な活動を行い、成果をあげたとして、社会貢献支援財団第3回こども読書推進賞を受賞している。
2.2.　国際児童文庫の対象者
IC文庫は、複数の文化背景を持つ児童を対象に文庫活動を行っている。国内のIC文庫には海外生活経験のある帰国生を中心に、国内のインターナショナルスクールに在籍する児童、国際結婚により多言語環境にある児童などが参加している。海外のIC文庫（使用言語は日本語）は、保護者の赴任、移住にともない海外に居住する児童が対象となっている。
2.3.　国際児童文庫協会の活動
国際児童文庫協会は、IC文庫の開設を支援し、良書を選んで送り届け、文庫間のネットワークを維持して相互の連携と理解を深める環境を整備している。具体的な活動内容は、(1)文庫開設の際のウエルカムパック30冊の準備と送付　(2)文庫運営の援助と蔵書の選書・購入の支援　(3)本に関する情報の提供　(4)ニュースレター発行　(5)講演会・ワークショップの開催　(6)スタッフ研修の推進、などである。
2.4.　IC文庫の活動
現在、国内では英語、フランス語、ドイツ語、スペイン語の15文庫が活動しており、海外ではイギリス、アメリカ、オーストラリア、中国、インドネシアなどで27の日本語文庫が活動している。「文庫」とは、書庫・蔵書、転じて私設図書館のような意味合いを持ち、図書の閲覧や貸出しを行うだけでなく、読書会的な面も併せ持っている。それぞれの「文庫」には個性があり、活動内容も異なるが、良書が集められ、ボランティアによる読み聴かせと読書指導があることは共通している。主宰者によって蔵書傾向、運営の形態、活動内容は異なり、絵本や紙芝居の読み聞かせから、紙工芸、絵本づくりといったクラフト的要素を持つもの、文通、小旅行など地域活動に参加するものまで様々であるが、保護者のボランティアによる地域活動であること、活動の主体が読書であることと、営利を追求しないことの3点は共通している。
国内文庫の活動例

	文庫名（対象言語）
	活動内容

	リトルインディアン文庫

（英語）
	読み聞かせ、キャンプ、季節の行事（クリスマスなど）やゲーム、寸劇やペープサートを用いた本の紹介

	さくら文庫（英語）
	読み聞かせ、季節の行事、カード作り、誕生会、Mother’s Meeting

	マロニエ文庫（フランス語）
	読み聞かせ、季節の行事（例：1月初旬にはギャロット・デ・ギアを食べる）、クレープ作り、クレープの材料が書いてあるカードを使ったゲーム

	コアラ文庫（英語）
	読み聞かせ、両親によるクイズやリーディングチェック、歌遊び

	湘南エコー文庫（英語）
	読み聞かせ、借りた本について各自発表、音読、内容を聞いて絵を描く

	ハンプティ・ダンプティ文庫（英語）
	読み聞かせ、季節の行事、誕生会に行われるShow & Tell、本作り、プロジェクトワーク、ゲーム、歌


原則は、子どもが住む社会の公用語以外の言語での文庫活動である。文庫ごとに定められた外国語（非公用語）を用い、以下にあげる目的の達成に向けてそれぞれが文庫活動を行っている。
1．読書習慣の育成を促すため、蔵書の閲覧、貸出し、読み聞かせを行う。

2．対象言語をコミュニケーションのツールとして使用する機会を提供し、言語の保持育成を図る。

3．対象言語圏の文化理解を促進するため、言葉遊びや歌、ゲームなどを取り入れる。
「読む」という言語活動には、 (1)娯楽的な活動のための読み、(2) 教育的な活動のための読み、(3) 社会的・通信的な目的のための読み、(4) 生活スキル（道具的な活動）のための読み、(5) ニュース・メディアを通した読み、などが混在するが、各IC文庫では(1)娯楽的な活動のための読み、いわゆるreading for pleasureを中心に据え、より高度な読解力への橋渡しとなるよう工夫している。国内IC文庫の登録家族数は以下のようになっている
。

国内IC文庫　登録家族数　（表中「-」は文庫未開設、活動休止または閉鎖を示す）
	　
	2000年
	2001年
	2002年
	2003年
	2004年
	2005年
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	ハンプティ・ダンプティ文庫
	24
	18
	17
	15
	15
	6
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	湘南エコー文庫
	9
	8
	9
	5
	3
	5
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	コアラ文庫
	12
	14
	11
	12
	-
	15
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	リトルインディアン文庫
	8
	16
	18
	14
	17
	18
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	さくら文庫
	8
	7
	10
	19
	9
	7
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	マロニエ文庫（フランス語）
	6
	8
	5
	4
	4
	9
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	メイプル文庫
	9
	8
	2
	-
	-
	-
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	だんだん文庫
	16
	9
	9
	4
	2
	-
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	リトルラクーン文庫
	6
	5
	1
	3
	-
	-
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	コクシネル文庫(フランス語）
	5
	4
	3
	-
	-
	-
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	ウィーニーザプー文庫
	8
	6
	5
	3
	-
	-
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	ドルフィン文庫
	4
	3
	3
	-
	-
	-
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	たけのこ文庫
	6
	8
	8
	6
	-
	-
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	たまぷらーざ文庫
	-
	2
	-
	-
	-
	-
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	オヌイ文庫（韓国語）
	-
	10
	10
	-
	-
	-
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	メルヘン文庫（ドイツ語）
	-
	-
	1
	2
	2
	1
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	ピーターラビット文庫
	-
	-
	-
	3
	4
	6
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	スマイル文庫
	-
	-
	-
	2
	6
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	セミージャ文庫（スペイン語）
	-
	-
	-
	-
	-
	7
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	カルチャーハウス文庫
	-
	-
	-
	-
	11
	-
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	バラードオブモンスターズ文庫
	-
	-
	-
	-
	6
	1
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	大和シャーロフ文庫
	-
	-
	-
	-
	4
	3
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	アルカンシエル文庫（フランス語）
	-
	-
	-
	-
	-
	8
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	横浜スマイル文庫
	-
	-
	-
	-
	-
	4
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	　　　　　　合　　計
	121
	126
	112
	92
	84
	90
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


2.5.　IC文庫利用者の事例

【事例　S（10歳）／R（7歳）について】
この兄弟は1996年～2003年2月までの約6年間、アメリカのカリフォルニア州に滞在していた。Rは1歳3ヶ月で渡米し、小学校１年生の終わりに帰国、Sはアメリカで生まれ、3歳半で帰国し、その後2003年3月～2006年4月までリトルインディア文庫に週1回の頻度で参加していた。Rは財団法人海外子女教育振興財団の主宰する英語保持教室に週1回通っており、本人の英語学習に対するモチベーションも高かった。

RとSは2006年5月より、3年間の日本滞在を経て、再び渡米している。渡米直後に移住地区の教育委員会において、ESLクラスに入るか通常のクラスに入るかの試験を受けたところ、二人とも通常のクラスに入れる英語力を保持しているとの判定を受けている。文庫との関わりについては「週一度の活動で英語力を維持することは困難であったが、ネイティブスピーカーの英語に触れることには大きな意味があった。英会話学校とは全く違う目的、アプローチがそこにあった。」とのコメントを保護者より得ている。また帰国当初、日本での学校生活に馴染むことができなかったRは文庫の参加者との関わりが大きな心の支えとなったという。

３．国際児童文庫の役割

帰国子女のための最初の英語文庫開設から28年、IC文庫は「海外で習得した言語能力の保持・向上を支援する」という役割を捉え直す時期に来ている。ICBAの持つ大きな役割としては、海外帰国児童が身につけた語学力と異文化理解を育み、海外在住の日本人児童と国内在住の外国人児童にそれぞれの母語の絵本や物語を通して自国語、自国文化に親しんでもらうことがある。一方、海外に居住する日系バイリンガル児童の増加により、文庫のニーズは多様化しつつあり、また日本社会の多民族多言語状況を受けて、学校関係者や保育者などからは、韓国語、ポルトガル語、タイ語、中国語、タガログ語などの本が備えられた文庫を開設してほしいとの切実な要望が出ている。多言語多文化社会に生きる子ども達を支援していくためにも、少数言語の文庫を育てることは非常に重要であるが、以下の事例からもその難しさが見て取れる。

3.1.　 韓国語文庫閉鎖の背景
2001年に横浜市教育委員会、横浜コリアン文化研究会、神奈川韓国総合教育院の協力により、韓国籍児童が30人以上在籍する南吉田小学校の一室で韓国語文庫が開設される運びとなった。メンバーはニューカマーの韓国人の子どもたちで、韓国語の読み書きができる者はほとんどいなかった。また会話力も非常に低く、ボランティア運営員の間からは、日本語能力が十分とは言えない保護者とどのようにコミュニケーションを取っているのかを疑問視する声もあがっていた。保護者、子どもたち双方の継承語習得に対する意識が低いことも文庫開設当初より指摘されていた。通常IC文庫は本を通して、またその他の多様な活動を通して、言語の保持だけに留まらず、文化を共有し子ども達の居場所が確保されるよう保護者の手によって工夫が重ねられるが、先述の理由からも、ここでは保護者の関わりが期待できず、文庫というより韓国語教室としての役割が求められた。こうした方向性の違いもあり、2003年、南吉田小学校の意向によりICBAが主催する韓国語文庫は閉館することとなったが、母語教室としては現在も続けられている。
3.2.　 なぜ少数言語の文庫が育たないのか
バイリテラシーを実践し、複数の言語で読み書きできる能力を持つことは、多言語環境にある子どもにとって様々な利点をもたらすが、家庭で話されている言語のリテラシー能力をつけることは非常に困難だとされている。特に就学後は、社会で広く使われている言語による読み書きに触れる機会が圧倒的に多くなる。少数言語の文庫が育たない理由としては以下が考えられる。

(1)言語集団間の力関係

Wong Fillmore（1991）は、周囲の人々が持つ「言語に対する価値観」に、子どもは敏感であると報告している。国際語として広く認知された英語やフランス語の文庫を地域で育み、子どもの言語能力を保持伸長させることは比較的容易であるが、日本社会においてその有用性が認められていない言語に関しては困難である。

(2) 社会的に不安定な立場に置かれた家庭

IC文庫の活動は保護者が企画運営しているが、保護者が長時間の就労に従事している家庭ではこうした協力を得ることが難しい。加えて、よりよい就労条件を求めて転居を繰り返す家庭なども散見され、地域に根づいた少数言語の文庫活動を展開する妨げとなっている。

(3) FVRに対する観念の違い

リテラシー行為にはその文化的背景が大きく関係しており、文字を使って日常的にどのような活動をしているのか、そこにFVR、あるいは絵本の読み聞かせがどのように取り込まれているのかは決して一様ではない。しかし、言語というものは、大変複雑な体系を有しており、それぞれの語が持つ微妙な特性や文法的な特徴は多読によって学ばれるところが大きいことも事実である。両親教育を通してFRVの重要性を伝えると同時に、保護者の協力が得られない家庭では学校等の積極的な取り組みが期待される。

４．おわりに

海外で身につけた言語や家庭で話されている言語を共有する家族同士が、文庫活動を通して様々なことを話し合い学んでいる。このことは、細くても確かな一本の線として、子ども達の未来に向けてつなげていけるものであろう。海外から帰国した家庭は、現地で吸収してきた豊かな語学力や多様な文化などを忘れることがないように、国際結婚家庭や日本に居住する外国人家庭は、親から受け継ぐ語を育てていけるように、それぞれが文庫活動の支援を受け、FVRを生活に取り入れている。しかしそこに支援の光が当たらない子どもたちがいることも事実である。IC文庫の大きなミッションとして「外国にルーツを持つ子ども達とその家族のエンパワメント」が掲げられている。多言語多民族化する日本社会で、すべての子どもたちに良書が届けられるため、IC文庫として何ができるのかを再考する時期に来ているように思われる。多言語を対象としたIC文庫が今後育っていくためには、FVRの重要性を訴えていくなど、社会全体での取り組みが必要とされるであろう。

【脚注】

�「FVRプログラム」とは多くの場合、授業時間の一部が制約のない読書の時間にあてられる「黙読の時間」と、国語科授業のかなりの部分を割いて、学習者に読んだ本について話し合いをさせる「自由選択読書の時間」を意味する。


� セミージャ文庫に関してはラテン青少年の会会員が同時に参加しているため、概数である。
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